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第66回 
ＪＡけねべつ青年部通常総会終了‼

『多くの仲間作りをし、結束力を高め、地域を盛り上げられる青年部活動にしていきたい。』

唐崎部長以下　新体制でスタート
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パネル作成

　

4
月
3
日
、
第
29
回
計
根
別

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
22
名
の
会

員
11
名
の
父
兄
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
中
瀬
参
事
、
中
標

津
町
役
場
経
済
部
部
長
菅
野
三
夫
、

根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会

佐
々
木
俊
輔
氏
、
乳
牛
改
良
連
合

会
会
長
永
利
嘉
成
氏
、
青
年
部
部

長
鹿
野
良
平
氏
、
女
性
部
部
長
相

沢
舞
子
氏
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

参
事
と
菅
野
三
夫
経
済
部
部
長
か

ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
事
業
報
告

を
子
供
達
で
分
担
し
て
行
い
、
大

勢
の
前
で
発
言
を
行
う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

29
年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
体

験
学
習
会
、
中
標
津
農
業
高
校
で
行
う

食
育
学
校
、
近
隣
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
交
流

を
深
め
る
根
釧
合
同
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、

ま
た
全
道
共
進
会
の
会
場
で
行
わ
れ
る

酪
農
教
室
参
加
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
会
長
に
相
沢
元

希
君
、
副
会
長
に
永
利
嘉
煕
君
・
中
村

花
寧
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
《
事
務
局　

小
川
係
》

第29回

事業報告本田晃大 議長永利嘉熙君

記念撮影！

計根別ジュニアホルスタインクラブ通常総会

新しい仲間を
随時募集しております。

お問い合わせは
酪農課 中條・小川までご連絡ください。

体
験
学
習
会
開
催
!

　

4
月
15
日
、
大
成
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
体
験
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
子
供
11
名
、
大
人
２
名
に
よ
る
参
加
で
牛
に
関

す
る
学
習
と
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
牛
に
関
す

る
学
習
は
酪
農
課
中
條
係
が
講
師
と
な
り
、
牛
の
育
て
方
や
酪
農

家
の
一
日
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
会
員
は
真
剣

に
話
を
聞
き
、
問
題
に
対
し
て
元
気
に
手
を
挙
げ
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

終
了
後
、
調
理
室
に
移
り
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

ふ
か
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
ス
プ
ー
ン
で
つ
ぶ
す
の
が
大
変
で
し
た

が
、
皆
で
一
生
懸
命
調
理
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作

る
と
よ
り
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。《

事
務
局　

小
川
係
》

計
根
別
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

おいしいです 上手にできました一生懸命つぶしてます

中條先生

できました

真剣に勉強元気に手を挙げる

パネルは
金融課窓口に展示して

ありますので
是非ご覧ください！
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（組合員・職員の同居家族）

河本さくら さん
河本慎太郎さん（大成）

『美容師』

岡崎　優芽 さん
岡崎　知暢さん（大成）

『ペットショップの店員さん』

橘本　彗茄 さん
橘本　英隆さん（旭新養老牛）
『エルサ（アナと雪の女王）』

松永　旺佑 君
松永　慎一さん（西計根別）

『考え中』

尾之内　惺 君
尾之内恒星さん（西計根別）
『トラックの運転手』

大槻　峻也 君
大槻　勝一さん（職員）

『サッカー選手か野球選手』

佐々木　志 君
佐々木　完さん（職員）
『東京の消防士さん』

岡田　真穂 ちゃん
岡田　好正さん（西竹）
『牛の獣医さん』

中澤　伊織 君
中澤　健一さん（西養老牛）

『農家さん』

中村穣太朗 君
中村　正博さん（旭新養老牛）
『東京の会社でお金持ちになる』

松永 旺佑 岡田 真穂 中澤 伊織 中村穣太朗

尾之内 惺 大槻 峻也 佐々木 志

大きくなったら何になりたいですか？

上春別小学校 興津小学校上西春別小学校

計根別学園
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を
高
め
、
地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

青
年
部
活
動
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
鹿
野
部
長
よ
り

「
多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
部
長
を
や

り
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。
部
長
と
い

う
役
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
く
れ
た
。
今
回
承
認
い
た
だ
い
た

44444444

　

4
月
11
日
（
火
）
に
計
根
別
農
協

青
年
部
第
66
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
鹿
野
部
長
よ
り

「
28
年
度
は
春
先
の
悪
天
候
に
始
ま

り
、
数
度
の
台
風
上
陸
と
い
っ
た
気

候
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
青

年
部
と
し
て
は
、
部
員
皆
様
や
関
係

機
関
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
活
発
な

活
動
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
西
塚
組
合
長
よ

り
「
現
在
の
Ｊ
Ａ
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
今
か
ら

協
同
組
合
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
若
い
人
た
ち
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
激
励
を
頂
き
、
Ｊ
Ａ
根

室
地
区
青
協
の
田
中
副
会
長
か
ら

は
「
生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぎ
、
農

業
の
現
場
を
消
費
者
に
し
っ
か
り
発

信
し
て
い
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
南
部
支
部
の
佐
藤
真
さ

ん
が
選
出
さ
れ
、
笑
い
も
交
え
な
が

ら
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
行
し
て
頂

き
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
鹿

通
常
総
会
開
催
!

第
66
回

野
部
長
よ
り
唐
崎
新
部
長
へ
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　

新
任
の
挨
拶
で
唐
崎
新
部
長
は

「
多
く
の
仲
間
作
り
を
し
、
結
束
力

乳
質
改
善
共
励
会

　
体
細
胞
の
部

　

第
一
位　

西
部
支
部

　
生
菌
数
の
部

　

第
一
位　

南
部
支
部

新
三
役

　

部　

長　

唐　

崎　

幸　

道

　

副
部
長　

株　

田　

悠　

介

　

副
部
長　

西　

塚　

知　

也

　

監　

事　

桜　

井　

拓　

矢

　

監　

事　

佐　

藤　

雄　

太

鹿野部長による開会挨拶
「部員や関係機関皆様のご協力により
青年部活動は成り立っております。」

西塚組合長よりご祝辞
「青年部員が今後の地域や

JAのことを考えていっていただきたい。」

田中根室地区青協副会長よりご祝辞
「生産者と消費者を繋いでいく為、継続して
地区青協事業に協力をお願いしたい。」

議長を務めて頂いた
南部支部の佐藤真さん。 多くの部員の出席により盛会に開催されました。

新三役の面々です。これからの活躍に期待です。

内
容
を
基
に
部
員
一
丸
と
な
っ
て
活

発
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。」
と
退
任

を
含
め
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
新
体
制
の
青
年
部
へ
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
《
事
務
局　

小
林
係
長
》
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平
成
29
年
度
新
役
員

　

会　

長　

今
野　

邦
仁
（
上
川
・
JA
北
ひ
び
き
）

　

副
会
長　

堀
田　

昌
意
（
日
胆
・
JA
と
ま
こ
ま
い
広
域
）

　

副
会
長　

山
内　

晋
二
（
石
狩
・
JA
道
央
）

　

副
会
長　

安
達　

永
輔
（
根
室
・
JA
標
津
）

　

監　

事　

伊
藤　
　

司
（
道
南
・
JA
今
金
町
）

　

監　

事　

村
田　

辰
徳
（
十
勝
・
JA
幕
別
町
）

第66回北海道農協青年部連絡協議会 定期総会
平成29年度スローガン『Exciting Innovation～未来への改革～』!

年間活動テーマ『北海道に夢のある種を蒔こう』‼

　

平
成
29
年
4
月
5
日

（
火
）
に
Ｊ
Ａ
道
青
協
第
66

回
定
期
総
会
が
札
幌
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
３
０
０
人
を
超

え
る
全
道
各
地
の
盟
友
が
集

ま
り
、
多
く
の
意
見
や
要
望

が
挙
げ
ら
れ
、
全
議
案
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
年
度
よ
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
『Exciting 

Innovation

〜
未
来
へ
の

改
革
〜
』、
年
間
活
動
テ
ー

マ
を
『
北
海
道
に
夢
の
あ
る

種
を
蒔
こ
う
』
と
な
り
ま
し

た
。
未
来
を
よ
り
よ
く
す
る

為
、
北
海
道
が
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
、
変
え
て
い
こ

う
！
と
盟
友
が
一
丸
と
な
っ

て
熱
い
青
年
部
活
動
が
展
開

さ
れ
る
実
感
を
致
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
こ

の
度
新
役
員
と
な
っ
た
皆
様

に
は
前
役
員
の
皆
様
に
続
き
、

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

《
青
年
部　

鹿
野
亮
平
》

青年部綱領朗唱する鹿野部長
総会には全道各地より

多くの盟友が来てくれました！いつどんな時もカメラに応える

　

４
月
17
日
に
第
10
回
計
根
別
農
協

和
牛
生
産
振
興
会
通
常
総
会
が
計
根

別
農
協
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
唐
崎
幸
司
会
長

よ
り
「
平
成
28
年
度
は
子
牛
取
引
や

飼
養
戸
数
・
頭
数
の
減
少
に
よ
り
素

牛
を
は
じ
め
和
牛
市
場
の
物
価
が
高

騰
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情

勢
の
中
、
当
会
は
良
質
な
和
牛
の
生

産
と
地
域
へ
根
付
く
よ
う
な
和
牛
肉

販
売
の
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
来
年
度
は
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
素
牛
の
増

産
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
会
の
事
業
推
進
に
あ

た
り
、
農
協
及
び
各
関
係
機
関
各
位

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
会
に
は
中
瀬
参
事
を
は
じ
め
、

根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

第
10
回
計
根
別
農
協
和
牛
生
産
振
興
会

通
常
総
会

佐
藤
拓
也
氏
、
根
室
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
渡
邊
薫
氏
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
て
頂
き
、
代
表
し
て
中
瀬
参
事
よ

り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
原
俊
孝

さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
、
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
、
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
須
永
昌
和
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
に
て
総
会
を

終
了
い
た
し
ま

し
た
。
29
年
度

に
お
い
て
も
振

興
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す

の
で
会
員
の
皆

様
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

《
酪
農
課

　

田
村
係
》
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４月から10名の職員が採用されましたので紹介します。どうぞよろしくお願いします。ら10名の職員が採用されましたので紹介します どうぞよろしくお願いし

●●●  新採用職員紹介  ● ●●

（販売部・生乳販売課）

杉
すぎ

本
もと

　夏
なつ

美
み

（営農部 営農支援課 営農相談係）

川
かわ

田
た

　茉
ま

奈
な

（金融共済部 金融係）

喜
き

来
らい

　幸
ゆき

音
ね

（総務部 総務電算課）

根
ね

岸
ぎし

　里
り

菜
な

（金融共済部 金融共済課）

菅
かん

野
の

　菜
な

緒
お

販売部 生乳販売課）

営農部 営農支援課 営農相談係）

（金融共済部 金融係）

（総務部 総務電算課）

金融共済部 金融共済課）

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同

組
合　

販
売
部　

生
乳
販
売
課

に
配
属
に
な
り
ま
し
た
杉
本
夏

美
と
申
し
ま
す
。
３
月
に
北
海

道
中
標
津
高
等
学
校
商
業
科
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
の
上
旬
よ
り
計
根
別
農

協
で
２
週
間
、
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

で
１
週
間
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
優
し
く

ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
今
後

必
要
と
な
る
こ
と
を
学
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
期
の

採
用
職
員
と
も
仲
良
く
な
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
物
事
を
覚
え
る
の
が
苦

手
で
、
心
配
性
な
の
で
直
ぐ
メ

モ
を
と
り
確
認
を
と
る
よ
う
に

心
が
け
、
少
し
で
も
早
く
仕
事

や
組
合
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を

覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
一
つ
焦
ら
ず
に

業
務
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同

組
合　

営
農
部
営
農
支
援
課　

営
農
相
談
係
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
川
田
茉
奈
と
申
し
ま
す
。

３
月
に
北
海
道
標
津
高
等
学
校

を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
か
ら
２
週
間
、
計

根
別
農
協
で
研
修
を
さ
せ
て
頂

き
、
３
月
21
日
か
ら
３
月
30
日

ま
で
、
江
別
市
の
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ

ジ
で
10
日
間
の
研
修
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
農
協
で
の
研
修

で
は
、
先
輩
方
が
丁
寧
に
指
導

し
て
く
だ
さ
り
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
他
組
合
の
方
と
の
交
流
や

勉
強
は
無
論
の
こ
と
、
一
緒
に

研
修
を
行
っ
た
同
期
と
の
親
睦

も
深
ま
り
、
と
て
も
充
実
し
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
人

と
し
て
３
月
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
仕
事
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
職
員
と
し
て
力

不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
こ

し
で
も
組
合
員
さ
ん
の
力
・
地

域
発
展
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
こ
の
度
、
計
根

別
農
業
協
同
組
合　

金
融
共
済

部　

金
融
係
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
喜
来
幸
音
と
申
し
ま
す
。

私
は
３
月
に
北
海
道
中
標
津
農

業
高
等
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
よ
り
農
協
で
２
週
間
、

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
10
日
間
研
修

を
行
い
、
農
業
協
同
組
合
に
つ

い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
金
融
部
に
配
属

と
な
り
、
解
ら
な
い
こ
と
が
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
１
日
で
も
早

く
仕
事
を
覚
え
皆
様
の
即
戦
力

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
家
が
酪
農
家
で
あ
る
こ

と
を
活
か
し
、
組
合
員
さ
ん
の

立
場
に
寄
り
添
え
る
、
素
敵
な

農
協
職
員
を
目
指
し
ま
す
。
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同

組
合
総
務
部　

総
務
電
算
課
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
根
岸
里
奈

と
申
し
ま
す
。
私
は
３
月
に
北

海
道
中
標
津
高
等
学
校　

商
業

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
上
旬
に
計
根
別
農
協
で

２
週
間
、
３
月
下
旬
に
は
Ｊ
Ａ

カ
レ
ッ
ジ
で
８
日
間
研
修
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
研
修
を
通

し
て
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
沢

山
学
び
、
自
分
に
足
り
な
い
も

の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
総
務
部
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
こ

と
が
多
く
毎
日
が
と
て
も
早
く

感
じ
ま
す
。
今
は
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
精

一
杯
で
す
が
、
１
日
で
も
早
く

仕
事
を
覚
え
自
分
の
仕
事
だ
け

で
な
く
、
周
囲
に
気
を
配
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

こ
の
度　

計
根
別
農
業
協
同

組
合　

金
融
共
済
部　

金
融
共

済
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
菅

野
菜
緒
と
申
し
ま
す
。
３
月
に

北
海
道
中
標
津
高
等
学
校
商
業

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
上
旬
に
２
週
間
ほ
ど
計

根
別
農
協
販
売
部
・
購
買
部
に

て
研
修
さ
せ
て
頂
き
、
３
月
下

旬
に
１
週
間
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で

研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と

て
も
丁
寧
で
親
切
な
ご
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
不
安

な
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
地

域
の
方
の
支
え
と
な
れ
る
事
を

誇
り
に
思
い
、
精
一
杯
働
か
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
勉
強
不
足
で
ご

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
が
、
い
ち
早
く
仕
事
を
覚

え
、
１
人
前
に
な
れ
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。



7

（販売部 酪農課）

池
いけ

澤
ざわ

　里
り

奈
な

（金融共済部 金融課）

角
すみ

田
だ

川
がわ

裕
ゆう

太
た

（販売部 酪農課）

長
なが

屋
や

　透
とう

羽
わ

（販売部 酪農課）

林
はやし

　　拓
ひろ

夢
む

（営農部 営農振興課）

内
うち

田
だ

　佑
ゆう

机
き

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合　

販
売
部　

酪
農
課
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
、
池
澤
里
奈
と
申
し

ま
す
。

　

私
は
３
月
３
日
か
ら
計
根
別
農

協
で
２
週
間
、
３
月
22
日
か
ら
Ｊ

Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
１
週
間
、
研
修
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
酪
農
学
園
大
学
を
卒
業

し
、
在
学
中
に
酪
農
に
つ
い
て
学

び
、
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
頃
よ
り
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、
計
根
別
の
酪
農
に

携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て

い
た
た
め
、
人
工
授
精
師
と
し
て

働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま

す
が
、
１
日
で
も
早
く
農
協
職
員

と
し
て
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合　

金
融
共
済
部　

金
融
課
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
、
角
田
川
裕
太

と
申
し
ま
す
。
私
は
三
月
に
北
海

道
中
標
津
高
等
学
校
の
普
通
科
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

計
根
別
で
の
二
週
間
・
江
別
の

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
に
て
十
日
間
研
修

を
さ
せ
て
頂
き
、
沢
山
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
生
か
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
農
協
職
員
と
し
て
、
ま
た
、

社
会
人
と
し
て
一
日
で
も
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
ま
だ
、
覚
え
る
こ
と
が

沢
山
あ
り
一
人
前
に
な
る
に
は
、

と
て
も
長
い
道
の
り
で
す
が
一
歩

一
歩
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
組
合
員
さ
ん
の
顔
と

名
前
を
し
っ
か
り
憶
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合　

販
売
部　

酪
農
課
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
長
屋
透
羽
と
申
し
ま

す
。
３
月
に
北
海
道
中
標
津
高
等

学
校　

普
通
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
よ
り
農
協
で
２
週
間
、

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
８
日
間
研
修
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

優
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
研
修
期
間
中

に
組
合
員
さ
ん
の
農
場
へ
同
行
さ

せ
て
頂
き
、
多
く
の
農
場
を
見
て

参
り
ま
し
た
が
、
解
ら
な
い
事
や

驚
く
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

先
輩
職
員
の
姿
を
見
習
い
、
少
し

で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
組
合
員

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
れ

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
組
合
員
さ
ん
の
顔
と
名

前
、
仕
事
を
１
日
で
も
早
く
覚
え

ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
致
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合
販
売
部　

酪
農
課
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
林
拓
夢
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
３
月
３
日
よ
り
計
根
別

農
協
で
２
週
間
、
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

で
１
週
間
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
研
修
で
は
、
初
め
て
学
ぶ
こ

と
も
多
く
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
お
忙
し
い
中
、
丁
寧
に

ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

３
月
に
帯
広
畜
産
大
学　

草
地

畜
産
専
修
を
卒
業
し
、
在
学
中
に

家
畜
人
工
授
精
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

農
協
職
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
沢
山
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら

１
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
一
人

前
の
授
精
師
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合　

営
農
部　

営
農
振
興
課
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
内
田
佑
机
と
申

し
ま
す
。

　

私
は
３
月
６
日
よ
り
農
協
で
４

週
間
研
修
し
、
２
つ
の
部
署
で
多

く
の
事
を
学
び
、
沢
山
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
に
農
協
学
校
を
卒
業
し
、

農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
多
く
の

事
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
解
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
先
輩
方
に
は

ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
１
つ
１
つ
精
一
杯
覚

え
、
少
し
で
も
仕
事
を
覚
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
不
足
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
の

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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こ
の
度
、
一

身
上
の
都
合

に
よ
り
三
月

三
十
一
日
を

も
っ
て
退
職
い

た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
4

月
の
入
組
以
来
、
公
私
共
に
組
合
員
並
び
に
ご

家
族
の
方
々
の
親
愛
な
る
ご
支
援
と
役
職
員
皆
様

の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
在

職
四
十
一
年
間
を
無
事
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
、
経
産
牛
一
頭
で

家
族
一
人
を
養
あ
え
た
酪
農
の
黎
明
期
を
経
て
、

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
バ
ル
ク
・
ク
ー
ラ
ー

の
全
戸
導
入
を
終
え
た
時
期
（
酪
農
家
1
戸
平
均

出
荷
乳
量
１
２
０
ｔ
：
経
産
牛
30
頭
）
に
入
組
し
、

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
・
農
業
近
代
化
政
策

の
後
押
し
に
よ
り
搾
乳
機
械
が
バ
ケ
ッ
ト
・
ミ
ル

カ
ー
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
ミ
ル
カ
ー
に
代
わ
る

と
と
も
に
バ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
に
よ
り

農
作
業
の
省
力
化
が
劇
的
に
図
ら
れ
た
３
Ｋ
（
汚

い
・
き
つ
い
・
危
険
）
時
代
か
ら
、
多
頭
飼
養
形

態
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
＆
パ
ラ
ー
搾
乳
）
の
台
頭

そ
し
て
徐
々
に
普
及
し
て
き
た
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
を
迎
え
た
今
日
ま
で
、
昭
和
六
十
年
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
朝
六
時
台
に
放
映
さ
れ
て
い
た
番
組
「
明
る

い
農
村
」
が
打
ち
切
ら
れ
た
年
）
秋
に
日
本
農
業

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
涙
の
ラ
ン
ナ
ー 

│ 

農
家

負
債
克
服
の
軌
跡
」
に
伴
う
大
型
投
資
問
題
（
投

資
抑
制
期
）
時
期
を
除
い
た
長
期
に
亘
る
酪
農
の

高
度
成
長
時
代
に
就
業
出
来
た
こ
と
は
、
幸
運
で

素
晴
ら
し
い
経
歴
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
も
の
と

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
一
日
よ
り
、
嘱
託
職
員
と
し
て
改
め
て
当

組
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事
と
な
り
、
今
後

も
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
忖
度
に
叶
う
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
年
に
亘
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●●●  退職のあいさつ  ● ●●
たいへんお世話になりました！

（営農部 営農支援課 営農相談係）
中條　礼南

（営農部 営農振興課）
谷川　好則

（営農部 営農支援課 営農相談係）

（営農部 営農振興課）

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を

以
っ
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
奉
職
し
、
営

農
部
営
農
支
援
課
で
５
年
間

勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
組
合
員
の
皆

様
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、

優
し
く
話
し
か
け
て
下
さ
っ

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
こ
の
地
域

に
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（金融共済部 金融共済課 金融係）
渡邉　留未

金融共済部 金融共済課 金融係）

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
奉
職
し
、
初

め
の
３
ヶ
月
間
は
購
買
部
燃

料
部
品
課
で
、
そ
の
後
、
移

動
と
な
り
、
金
融
共
済
課
で

５
年
７
ヶ
月
と
、
丸
６
年
間

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

在
職
中
は
至
ら
な
い
事
も

多
く
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で

勤
め
る
事
が
で
き
た
の
も
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
職
員
の
皆
様
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導

の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

退
職
後
も
計
根
別
に
は
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
お
会

い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
声
を
か
け
て
頂
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（金融共済部 金融共済課 金融係）
玄　恵利華

金融共済部 金融共済課 金融係）

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を

以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
奉
職
し
金
融

共
済
部
で
２
年
間
、
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
２
年
間

は
と
て
も
あ
っ
と
い
う
間
で
、

皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
こ

う
し
て
毎
日
元
気
に
勤
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

役
職
員
の
皆
様
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導

の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆

様
方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

大
変
お
せ
わ
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（販売部 酪農課 酪農係）
外舘　翔太

（販売部 酪農課 酪農係）

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を

以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
奉
職
し
、
酪

農
課
で
人
工
授
精
師
と
し
て

３
年
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
在
職
中
は
至
ら
ぬ
事

も
多
く
、
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た

が
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
役
職
員
の
皆
様
、
関
係

各
位
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご

指
導
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
素
晴

ら
し
い
先
輩
方
や
同
期
、
後

輩
に
恵
ま
れ
こ
と
で
頑
張
れ

ま
し
た
。
職
員
の
皆
様
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆

様
方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

３
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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　“くるっとキャップ”になりました。
Point１　開けやすい
Point２　注ぎやすい
Point３　使いやすい
Point４　環境に優しい
Point５　産地で新鮮パック
　皆さん是非　ご賞味ください!!

　別海町大成の『秀峰ソバ組
合』が、丹精を込めて栽培し
ましたそば粉でソバ打ちを楽
しんでみませんか？
　Ａコープにて冷凍そば粉を
数量限定で販売しています。

2017年
恒例の
2017年
恒例の

1313

Ａコープ計根別店

価格は

税込1,20
0円で

販売してい
ます。

税込272円
を

応援価格で
235円にて

店頭で販売
しています

。

よつ葉牛乳が飲みやすくなりました！

是非ソバ打ちに挑戦してみませんか？
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　西竹地区の笠井義明さんより写真の投稿があ
りました。斜里岳や摩周湖の他、笠井さんの生
まれ故郷にある富士山の写真です。

大成地区の新名所？
　大成地区の斉藤明さんより写真を投稿して頂きました。大成地区のデ
ントコーン畑に沢山の野鳥が飛来しています。

摩周湖

斜里岳（養老牛より撮影） 富士山

今月の
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営農部 基盤強化対策課より

12

① 

生
ま
れ
た
子
牛
は
綺
麗
に
拭
く
か
、

親
牛
に
舐
め
さ
せ
る
な
ど
し
て
か

ら
入
れ
ま
し
ょ
う

　

 

生
ま
れ
た
後
の
リ
ッ
キ
ン
グ
（
母

牛
が
子
牛
を
舐
め
る
こ
と
）
に
は

乾
か
す
役
割
と
は
別
に
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
役
割
も
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
子
牛
の
初
乳
吸
収
の
能
力

が
高
ま
り
ま
す
。

②
時
々
様
子
を
見
ま
し
ょ
う

　

 

子
牛
は
大
体
３
〜
４
時
間
で
乾
き

ま
す
。
体
力
が
回
復
し
、
中
で
バ

タ
バ
タ
し
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が

カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
か
ら
出
す
目

安
で
す
。
半
日
程
度
入
れ
て
お
い

て
も
（
夜
に
分
娩
し
て
朝
ま
で

等
）
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
脱

水
が
原
因
と
思
わ
れ
る
死
亡
事
故

事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 
初
乳
を
飲
ま
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

注
意

　

 

初
乳
か
ら
抗
体
が
獲
得
で
き
る
の

は
生
後
12
時
間
程
度
ま
で
で
す
。

カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
に
6
時
間
入

れ
た
後
、
初
乳
を
飲
ま
せ
て
も
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
乳
の
吸

収
効
率
は
生
ま
れ
て
か
ら
時
間
の

経
過
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
下
が
っ

て
き
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
遅
く
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

④
清
掃
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

 

生
ま
れ
た
直
後
の
、
な
ん
の
抵
抗

力
も
な
い
子
牛
が
入
る
ケ
ー
ス
で

す
。
清
潔
に
保
つ
よ
う
に
、
こ
ま

め
に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
火
災
に
注
意

　

 

ヒ
ー
タ
ー
は
電
熱
線
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
電
気
は
使
用
し
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、
麦
稈
や
乾
草
に

埋
も
れ
た
よ
う
な
状
態
で
使
用
す

る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

電
気
の
契
約
量
を
確
認
し
ま
し
ょ

う

　

 

ヒ
ー
タ
ー
は
一
定
の
電
力
を
使
用

し
ま
す
。
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
た

と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

契
約
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
活
躍
中
！

　

昨
年
度
か
ら
徐
々
に
導
入
が
広
が
り
、
現
在
30

件
以
上
の
方
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
冬
場
（
10
月

〜
3
月
）
の
子
牛
の
死
亡
率
（
出
生
後
1
か
月
以

内
）
を
比
較
し
た
表
を
掲
載
し
ま
す
。

　 0% 2%以下 4%以下 6%以下 8%以下 8%以上

導入前(件数) 9 2 6 7 1 5

導入後(件数) 11 2 9 2 0 6

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

　

子
牛
の
死
亡
率
が
高

い
方
も
ま
だ
い
ま
す

が
、
全
体
的
に
は
死
亡

率
が
低
い
方
の
割
合
が

増
え
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
他
に
も
、『
初
乳

の
飲
み
が
良
く
な
っ

た
』、『
毛
が
ふ
わ
ふ
わ

に
乾
く
』、『
気
づ
か
な

い
う
ち
に
生
ま
れ
て
し

ま
っ
て
冷
え
切
っ
て
い

た
子
牛
が
助
か
っ
た
』、

な
ど
な
ど
好
感
触
な
声

が
多
数
聞
か
れ
ま
す
。

一
方
で
、『
元
気
の
良

い
子
牛
を
出
し
入
れ
す

る
の
に
一
苦
労
』、『
床

材
の
網
で
爪
が
削
れ
る

の
が
気
に
な
る
』、
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

子
牛
価
格
の
高
い
こ
の

時
期
に
1
頭
で
も
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
カ
ー

フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

導入農家の子牛死亡率（10月～3月）



市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月20日現在 2,200円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 377 363 1,132,920 434,160 900,940 -4,859
乳牛・ホル初妊ET 40 40 1,305,720 550,800 1,065,690 23,769
乳牛・ホ無　初妊 7 7 983,880 766,800 830,829 1,235
乳牛・ホル　経産牛
その他の乳用種 2 2 923,400 907,200 915,300
合　　　　計 426 412 1,226,880 439,560 912,278 0

平成28年度3月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　4月14日開催分 税込み

4月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,464 -39
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,074 8
そ の 他 の 未 経 産 53 0

計 7,591 -31
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,231 9
そ の 他 の 経 産 牛 40 3

計 10,271 12
合　　　　　　　計 17,862 -19

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 507 -3
黒 毛 和 種　 オ ス 57 5

計 564 2
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 564 2
総　　　合　　　計 18,426 -17

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 294 287 1,028,160 468,720 766,875 16,799
肉牛・黒毛　メスＥＴ 39 35 1,099,440 611,280 805,341 -382
肉牛・黒毛　メス計 333 322 1,099,440 468,720 771,056 6,506
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 467 442 1,307,880 239,760 904,964 13,141
肉牛・黒毛　去勢ET 78 73 1,296,000 501,120 942,455 46,371
肉牛・黒毛　去勢計 545 515 1,307,880 239,760 910,279 17,321
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 47 41 1,854,360 571,320 802,342 -25,070
繁殖・乳用交雑種 1
廃 用 ・ 黒 毛 43 43 631,800 203,040 386,766 -31,711
廃 用肉専用種 2 2 251,640 213,840 232,740 -193,860

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,749,921 101.6 101,660,239 103.5 134
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,711,209 100.4 126,971,241 100.5 171
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,452,094 100.1 88,257,014 102.2 142
Ｊ Ａ 中 春 別 10,201,270 101.1 119,855,340 101.9 171

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,610,210 99.5 89,335,265 99.5 139
上 春 別 支 所 4,990,754 89.9 59,481,226 89.9 72
別 海 本 所 12,574,041 97.7 152,784,760 97.7 241
根 室 支 所 3,923,366 98.1 48,064,621 98.1 85
小　　　　計 29,098,371 96.8 349,665,872 96.8 537

合　　　　　計 66,212,865 99.0 786,409,706 99.0 1,155

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 197 185 182,520 5,400 101,362 -1,596
初生・ホル　フリーマチン 10 10 81,000 18,360 40,500 -7,763
初生・ホル　メス 15 15 517,320 108,000 371,070 0
初生・F1　オス 133 132 410,400 51,840 321,398 13,639
初生・F1　メス 142 135 326,160 84,240 229,688 17,393
初生・和牛　オス 15 14 766,800 429,840 653,940 -5,428
初生・和牛　メス 16 13 696,600 484,920 602,225 55,549
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス 1 1 224,640 224,640 224,640 -56,160
初生・その他　オス 1 1 30,240 30,240 30,240 11,880
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 30 23 765,720 438,480 613,299 28,047
乳牛・ホル無登録育成 4 4 585,360 438,480 514,890
乳牛・ホル　初妊 4 3 799,200 642,600 727,920 123,120
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 11 9 559,440 304,560 400,080 -28,436
乳 牛 他 乳 用 種
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1 1 292,680 292,680 292,680
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス -317,880
肉素・ホル中トク　メス 5 3 120,960 22,680 78,120
肉素・ホル中トク　ヌキ 5 2 116,640 108,000 112,320 33,480
肉素・ホル中トク　オス 6 4 89,640 11,880 59,670 -4,590
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 14 14 386,640 16,200 235,826 0
肉素・黒毛和種オス 1 1 39,528 395,280 395,280
肉素・黒毛和種メス
肉素・黒毛和種ヌキ
廃　用・その他 2 1 108,000 108,000 108,000 64,800
廃　用・ホ　ル 151 138 314,280 33,480 157,938 -9,044
廃用・黒毛和種 1 1 219,240 219,240 219,240
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場 一般市場 4月19日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）4月17日開催分 税込み



普及センター通信根室農業改良普及センター
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農作業安全を再確認

〜
搾
乳
作
業
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
〜

　

若
葉
が
薫
る
頃
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
作
業
が
始
ま
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
忙
し
く
な
っ
て
つ
い
無

理
を
し
が
ち
で
す
が
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
作
業
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

作
業
の
安
全
性
に
つ
い
て
再
度
、

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

１　

農
作
業
事
故
の
実
態

　

農
作
業
事
故
の
多
く
は
「
牛
舎
」

で
起
き
て
お
り
、「
搾
乳
作
業
」
と

「
家
畜
の
管
理
（
牛
の
移
動
・
治

療
）」
に
よ
る
も
の
が
74
％
を
占
め

ま
す
（
図
１
）。

　

搾
乳
時
の
事
故
の
う
ち
７
割
が
、

搾
乳
中
（
作
業
全
般
を
含
む
）
や
ミ

ル
カ
ー
操
作
時
、
前
搾
り
・
乳
頭
清

拭
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

牛
が
「
暴
れ
る
・
動
く
・
押
さ
れ

る
」
こ
と
が
要
因
と
な
り
、「
蹴
ら

れ
る
・
踏
ま
れ
る
・
挟
ま
る
」
な
ど

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
妊
牛
は
分
娩
前
か
ら
馴

致
を
行
い
、
搾
乳
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

分
娩
前
か
ら
乳
房
に
触
れ
て
搾
乳
の

馴
致
を
行
う
こ
と
で
、
搾
乳
に
よ
る

恐
怖
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

牛
は
搾
乳
中
に
恐
れ
を
感
じ
る
と

「
蹴
る
」
行
動
を
と
り
ま
す
。
蹴
る

こ
と
で
そ
れ
を
解
消
で
き
る
と
学
習

す
る
と
、「
蹴
り
癖
」
が
付
い
て
し

ま
い
ま
す
。
毎
日
の
搾
乳
で
「
蹴
り

癖
」
が
付
い
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
搾
乳
を
不
快
に
思
わ
せ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
２
）
泌
乳
生
理
を
意
識
す
る

　

乳
頭
口
は
と
て
も
敏
感
で
す
。
過

搾
乳
な
ど
で
乳
頭
口
を
傷
つ
け
る
と
、

搾
乳
時
に
牛
が
暴
れ
る
原
因
に
な
り

ま
す
（
写
真
１
）。

　

乳
頭
刺
激
（
前
搾
り
・
乳
頭
清

拭
）
を
し
っ
か
り
行
い
、
泌
乳
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
に
合
わ
せ
て
ミ
ル
カ
ー

の
装
着
を
行
う
こ
と
で
、
乳
頭
へ
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
３
）
安
全
対
策

　

ま
ず
は
事
故
防
止
対
策
を
は
か
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
牛
舎
全
体
を
明

る
く
し
て
整
理
整
頓
を
す
る
こ
と
で
、

異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
危
険
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
牛
舎
内

の
角
や
出
っ
張
り
部
分
は
時
に
凶
器

と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
、

写
真
２
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
と
良

い
で
し
ょ
う
。

１

農
作
業
事
故
の
実
態

写真１　傷んだ乳頭口

図１　平成25年度
根室管内における農作業事故内訳
（根室振興局・農作業事故発生状況報告より）

図２　平成25年度
根室管内における搾乳時の事故内訳 
（根室振興局・農作業事故発生状況報告より）

写真２　危険箇所対策

引っかかったり、ぶつかる可能性があるの
で、（つなぎ牛舎の）ません棒の突き出し
た部分を取り除きました。

　

事
故
が
起
き
た
時
に
素
早
く
対
処

で
き
る
よ
う
に
、
救
急
セ
ッ
ト
や
洗

眼
用
具
を
牛
舎
に
常
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
緊
急
時
の
連
絡
の
た
め
に

携
帯
電
話
を
持
ち
歩
く
な
ど
、
日
頃

か
ら
農
作
業
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
！

２　

農
作
業
事
故
を
防
ぐ
に
は

（
１
）
牛
の
き
も
ち
を
理
解
す
る

　

牛
は
「
恐
怖
」
を
察
知
す
る
能
力

が
高
い
生
き
物
で
す
。
急
な
動
き
、

大
き
な
音
、
い
つ
も
と
違
う
気
配
な

ど
を
感
じ
、
暴
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
牛
体
に
触
れ
な
が
ら
搾

乳
を
行
う
こ
と
で
、
牛
に
安
心
感
を

与
え
つ
つ
、
搾
乳
者
は
素
早
く
危
険

を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
搾

乳
者
は
し
ゃ
が
み
込
ま
な
い
で
片
膝

を
立
て
る
な
ど
、
素
早
く
動
け
る
体

勢
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

その他 2.7％
牛の移動・牛の捕獲・運搬

23.5％施設・器具・環境管理
9.5％

機械作業・点検・修理
13.6％

その他（家畜の管理）
28.1％

搾乳作業 22.6％

「搾乳作業」と
「家畜の管理」
による事故

その他
15.0％

前搾り・
乳頭清拭時
5.7％

ミルカー操作時
5.7％

搾乳作業中
（作業全般含む）

58.5％

牛舎環境・
人の不注意

（滑る・転ぶ等）
15.1％



まちがいさがし

まちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

15

■福寿草とクロッカス
　一番先に咲いて待ちに待っていた春がやっと来ま
した。楽しい庭歩きです。（ペンネーム　なかよし
さん）
■忙しいよー　（ペンネーム　ＯやねＹじ）
■暖かくなったなぁー
　山菜取りのシーズンかあ。昔がなつかしい！！も
う無理か！？（ペンネーム　やまおやじ）

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

５月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

● 正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》 左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ｡ または、組織広報係までFAX(78-2048)をお願いし
ます。

《締め切り》平成29年５月20日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」６月号誌上

　新年度も始まり、1ヶ月が過ぎました。入学や進学、就職
など自身の環境が変化した方も多いのではないでしょうか？
　環境に変化があると、今まで通りに事が進まず、ストレス
を感じる事が多くなると思います。
　イギリスの文学研究者のトーマス・カーライルも「変化は
苦痛を伴う。しかしそれは常に必要なものだ。」と発言して
おります。
　新年度だけでなく、日常でも変化は付き物です…。情勢や
環境、人付き合いなんかも日々変化します。
　「進化論」で有名なチャールズ・ロバート・ダーウィンも
「最も強い者が生き残るのではなく、 最も賢い者が生き延び
るのでもない。唯一生き残ることが出来るのは、変化できる
者である。」といいます。
　今までのやり方を急に変えていく苦痛もあるとは思います
が、変化に対応していく…。これが経営者として、一人の人
間として進化していく為、必要な事ではないでしょうか？
　今まで上手くいかなかった…、けど変えようとしなかった
こと…、これを機に変化してみませんか？

まちがいさがし４月号の答え

1 3 8 10 11
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

信夫　太志さん
加部あやこさん
浮中　弘子さん
美馬はるかさん
大矢根裕辞さん

今月の義を見てせざるは勇無きなり
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地
域
利
用
者
、
次
世
代
対
策
と
し
て
優
先
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
明
確
に
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
推
薦
・
セ
ッ
ト
推
進
の
取
組

に
よ
る
既
往
取
引
者
と
の
取
引
深
化
、
新
規
利
用
者
の
拡

充
促
進
及
び
Ｊ
Ａ
店
舗
に
意
欲
向
上
を
目
的
に
優
れ
た
実

績
を
あ
げ
た
店
舗
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
で
は
、
大
型
合
併
Ｊ
Ａ
、
都
市

型
Ｊ
Ａ
を
抑
え
全
道
第
３
位
と
い
う
快
挙
を
達
成
致
し
ま

し
た
。

『貯金』・『年金』・『ＪＡカード』・『ローン』の推進が評価！！

JAバンク優績店舗　全道282店舗中第１位
北海道信用事業優績JA「総合表彰」　全道109JA中第３位北海道信用事業

北海道信用JAバンク統括本部長 前木氏より
表彰状を授与される西塚組合長


